
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
に
、
特

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
本
市
は
、
１
９
８
７
年
か
ら
の

大
連
市
と
の
友
好
交
流
事
業
の
一

環
と
し
て
、
公
務
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　
19
人
目
の
大
連
市
公
務
研
修
生

と
な
る
陳ち

ん

瑩え
い

さ
ん
が
、
平
成
30
年

12
月
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
11
月

ま
で
の
１
年
間
、
市
役
所
内
で
の

一
般
的
な
行
政
研
修
の
ほ
か
、
語

学
教
室
の
講
師
や
市
民
と
の
交
流

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
陳
さ
ん
は
、
大
連
外
国
語
大
学

で
日
本
語
を
専
攻
し
た
と
い
う
日

本
好
き
。
中
国
国
際
貿
易
促
進
委

員
会
に
籍
を
置
き
、
通
訳
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
柄
か
、

国
際
交
流
や
経
済
・
貿
易
、
港
湾

大
連
市
公
務
研
修
生 

陳 

瑩 

さ
ん
が
着
任

↑第 19 期大連市公務
　研修生の陳瑩さん

役
所
を
訪
れ
、
深
浦
弘
信
市
長
に

受
賞
を
報
告
。
市
丸
さ
ん
は
、「
最

新
式
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
鶏
舎
に

よ
る
生
産
性
向
上
や
、
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
養
鶏
や
精
肉
、
花
苗
生
産
、
直

売
な
ど
に
取
り
組
み
、
６
次
産
業

化
や
多
角
経
営
を
行
う
波
多
津
町

の
株
式
会
社
百
姓
屋
が
、
全
国
優

良
畜
産
経
営
管
理
技
術
発
表
会
で

最
優
秀
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
益
社
団
法
人
中
央
畜
産
会
が
、

優
秀
な
畜
産
経
営
者
な
ど
を
表

彰
し
よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
養
鶏
農
家
が
受
賞
す
る
の
は

県
内
で
初
め
て
で
す
。

　
12
月
７
日
、
代
表
取
締
役
社
長

の
市
丸
道
雄
さ
ん
ら
関
係
者
が
市

百
姓
屋
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

↑深浦市長（右）に受賞を報
告した市丸社長（左）ら

　
ま
た
、
12
月
19
日
に
は
、
名
村

情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
と
の
立

地
協
定
の
締
結
式
が
、
同
じ
く
市

役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
黒
川
町
に
本
社
を
置

き
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

シ
ス
テ
ム
開
発
需
要
の
増
加
へ
の

対
応
や
企
画
・
営
業
部
門
の
強
化

な
ど
の
た
め
、
バ
ン
リ
ビ
ル
に
新

た
な
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
同
社
の
布ふ

田た

敬
三

代
表
取
締
役
は
、「
受
注
拡
大
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
地
元
従
業
員
の

採
用
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　
深
浦
市
長
は
、「
２
月
に
操
業
開

始
と
の
こ
と
で
、
バ
ン
リ
ビ
ル
に

最
初
の
明
か
り
が
と
も
る
。
将
来

へ
の
明
る
い
光
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
東
京
に
本
社
を
置
き
、
シ
ス
テ

ム
開
発
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
手
が
け
る
株
式
会
社
Ｉ
Ａ
Ｃ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
、
本
市
に

進
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
12
月
10

日
、
市
役
所
で
進
出
協
定
の
締
結

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
深
浦
弘
信
市
長
と
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
た
同
社
の
木
村
邦
裕
代

表
取
締
役
は
、「
優
秀
な
人
材
が
他

の
地
域
や
業
界
に
流
出
す
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
地
元
高
卒
者
や

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
の
受
け

皿
に
な
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
立
花
町
の
市
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
拠
点
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ン
リ
ビ

ル
）
に
入
居
し
、
４
月
に
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
従
業
員
の

新
規
採
用
の
た
め
、
早
速
、
１
月

25
日
・
26
日
に
会
社
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

２
企
業
が
相
次
い
で
本
市
に
進
出
・
立
地

↑進出協定書を交わした木村代表取
締役（左）と深浦市長

↑がっちりと握手する布田代表取締
役（左）と深浦市長
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インフォメーション

１．人件費の状況                                           （平成29 年度普通会計決算額）

住民基本台帳人口
Ｈ30.3.31現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
28年度の
人 件 費 率

人 千円 千円 千円 ％ ％
55,313 27,142,111 280,107 3,657,554 13.5 14.1

※人件費には、特別職の職員（市長や市議会
議員、駐在員、各種委員など）の給与（給料
および手当）や報酬を含みます。

※普通会計とは、一般会計と、特別会計のうち
市営駐車場特別会計を合わせたものです。

４．職員の初任給（給料）の状況　
 （平成30 年４月１日現在）

区　分 伊万里市 国

一般行政職
大学卒

円 円
169,000 179,200

高校卒 147,100 147,100

技能労務職 高校卒 142,500 144,500

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
（平成30 年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒

円 円 円
245,367 300,320 346,650

高校卒 216,700 275,400 335,700

技能労務職 高校卒 208,700 241,700 268,300

２．職員給与費の状況                                                （平成29 年度普通会計決算額）

職員数
（Ａ）

職　員　給　与　費 １人当たり
平均給与額

（Ｂ）／（Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人 千円 千円 千円 千円 千円
398 1,464,597 251,856 567,420 2,283,873 5,738

※職員数は、一般職の職員（特別職
の職員以外）の人数です。

※職員手当は、退職手当を除いた額
です。

３．職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成30 年４月１日現在）

区　分
伊万里市（平均） 国（平均）

給料月額 年齢 給料月額 年齢

一般行政職
円 歳 円 歳

319,751 41.8 329,845 43.5

技能労務職 353,770 50.1 286,817 50.7

※一般行政職とは、一般職のうち、税務職や福祉職、
保健職、教育職、企業職を除く職員です。

※国の数値は、『国家公務員給与等実態調査』（人事院）
によるものです。

６．職員手当の状況
①期末・勤勉手当

（平成30 年４月１日現在）

区分 期末手当 勤勉手当

市
6月期

月分 月分
1.225 0.900

12月期 1.375 0.900
合  計 2.600 1.800

国
6月期 1.225 0.900

12月期 1.375 0.900
合  計 2.600 1.800

※職制上の段階や職務の級などによ
る加算措置があります。

市職員の給与は、地方公務員法に基づき、国家公務員やほかの地方
公共団体の職員給与との均衡などを考慮して条例で定めています。
市職員給与の現状と人事行政運営などの状況をお知らせします。

● 問合先　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

③時間外勤務手当

区　分 支給総額 職員１人当たり
の平均支給月額

平成28 年度
円 円

126,352,523 26,861

平成29 年度 137,035,184 28,692

７．特別職の報酬の状況                         （平成30 年４月１日現在）

区　分 給　料 報　酬
期末手当

6月期 12月期 合 計

市　長
円 円 月分 月分 月分

946,000

1.575 1.725 3.300

副市長 755,000

議　長 486,000

副議長 435,000

議　員 407,000

伊万里市職員給与の現状

②退職手当
（平成30 年４月１日現在）

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35 年 最高限度額
定年前

早期退職
特別措置

1 人あたり
平均支給額

（平成29 年度）

自己
都合

市
月分 月分 月分 月分 % 千円

19.6695 28.0395 39.7575 47.709
2 〜 20 —

国 2 〜 45 —

勧奨・
定年

市
24.586875 33.27075 47.709 47.709

2 〜 20 15,389

国 2 〜 45 —
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インフォメーションインフォメーション

１．職員の競争試験の状況                       （平成29 年度）

区　分 申込者数 受験者数
（Ａ）

最終合格
者数（Ｂ）

競争率
（Ａ）／（Ｂ）

一般事務Ａ 人 人 人 倍
71 69 9 7.7

一般事務Ｂ 1 1 0 —
保　育　士 5 4 0 —
土　　　木 8 8 0 —
建　築　Ａ 2 2 2 1.0
建　築　Ｂ 2 2 0 —
保　健　師 5 3 3 1.0

※最終合格者のうち 12 人は、平成30 年4月1日付けで採用。

２．職員の任免（異動、採用、退職など）の状況
①異動者数                                       （平成29年度）

区　分 男 性 女 性 合 計

部 長 級
昇　任

人 人 人
2 0 2

その他 4 0 4

課 長 級
昇　任 5 1 6
その他 7 0 7

副課長級
昇　任 5 2 7
その他 12 6 18

係 長 級
昇　任 15 11 26
その他 31 17 48

一般職級
昇　任 — — —

その他 31 20 51

合　計
昇　任 27 14 41
その他 85 43 128

②採用者数         （平成29年度）
区　分 男性 女性 合計

一 般 事 務 人 人 人
9 5 14

保　育　士 0 2 2
社会福祉士 0 1 1
土　　　木 2 0 2
保　健　師 0 1 1
管理栄養士 0 1 1

合　計 11 10 21

③退職者数         （平成29年度）
区　分 男性 女性 合計

定年退職 人 人 人
6 4 10

勧奨退職 1 0 1
普通退職 2 3 5
分限免職 1 0 1
合　計 10 7 17

人事行政運営などの状況

※市職員給与の現状と人事行政運営などの状況の一部を掲載しています。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

②年次有給休暇の取得状況                        （平成29 年）
総付与日数

（Ａ）
総取得日数

（Ｂ）
対象職員数

（Ｃ）
平均取得日数
（Ｂ）／（Ｃ）

取得率
（Ｂ）／（Ａ）

日 日 人 日 ％
16,741 4,384 455 9.63 26.19

３．職員の時間外勤務、休暇などの状況
①時間外勤務・休日勤務の状況                  （平成29 年度）

総時間数 職員１人当たりの
勤務平均時間数

時間 時間
73,549 179.0

③育児休業の状況                                      （平成29 年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

承認件数 件 件 件
0 7 7

期間延長の承認件数 0 0 0

４．職員の分限・懲戒処分の状況
①分限処分                                                （平成29 年度）

区　分 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くない場合 人 人 人 人 人
0 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 1 6 0 7
職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 0
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0 0

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0 0
合　計 0 1 6 0 7

②懲戒処分　該当なし（平成29 年度）

５．職員の研修および人事評価の状況
①研修の状況                                           （平成29 年度）

内　容 件数

階層別研修 新規採用職員、新任係長、新任課長、
監督者など

人
63

実務研修 税務、公会計、財務、道路構造物、契
約など 292

課題研修 政策形成、マネジメント、民間企業
体験など 85

派遣研修 自治大学校、県、市町村アカデミー
など 7

接遇研修 組織接遇力向上、新採職員接遇実践
など 45

同和問題研修 同和問題講演会、職員同和問題研修
など 695

その他研修 市町村行政講演会、交通安全講習会 412
合　計 1,599６．職員の福利厚生の状況（平成29 年度）

　　地方公務員法第 42条の規定に基づき、職員の保健
および福利厚生の増進を目的として、伊万里市職員
共済会が設置されています。

▷市職員共済会に対する公費負担額　2,270,700 円

②人事評価の状況（平成29 年度）
　（回数）１回 ／ （時期）１月 ／（対象者）426 人

８．退職者の再就職の状況                                       （平成29 年度末退職者）

退職時の
役職

市再任用・嘱託職員 一部事務組合など 公益法人など 民間企業 合　計

男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性 男 性 女 性

部長級 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
4 0 0 0 0 0 0 0 4 0

課長級 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
副課長級 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3
係長級 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

一般職級 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
合　計 6 4 0 0 0 0 1 0 7 4

７．職員の勤務条件に関する措置
要求、不利益処分に関する不
服申立てなどの利益の保護の
状況                  （平成29年度）

①勤務条件に関する措置の要求の
　状況　該当なし
②不利益処分に関する不服申し立て
　の状況　該当なし
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インフォメーション

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆意見提出をお願いする資料

⑴伊万里市税条例改正（案）および伊万里市税徴

収等の特例に関する条例改正（案）

⑵第６次伊万里市総合計画（案）

◆意見募集期間

⑴ 1 月４日（金）〜 28 日（月）

⑵ 1 月９日（水）〜２月１日（金）

◆案の公表場所・入手先

①情報広報課市民サービス係、または次の課

　⑴税務課

　⑵企画政策課

②各町（地区）公民館または市民図書館

③市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法

　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。

①メール

　⑴ zeimu@city.imari.lg.jp

　⑵ kikaku@city.imari.lg.jp

②郵　便

　⑴〒 848-8501

　　伊万里市立花町1355番地１

　　伊万里市役所　税務課

　⑵〒 848-8501

　　伊万里市立花町1355番地１

　　伊万里市役所　企画政策課

③直接提出　案の公表場所・入手先①または ②

④ファックス

　⑴ ㉓１４７２

　⑵ ㉒７２１３

◆問合先

　⑴税務課収納対策室（　 ☎㉓２１５２）

　⑵企画政策課企画係（　 ☎㉓２１２４）

パブリックコメント案内

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
就
学

援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

援
助
内
容
　
給
食
費
・
学
用
品

費
の
一
部
、
修
学
旅
行
費
、
虫

歯
の
治
療
費
な
ど

●

入
学
前
支
給
　
新
入
学
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
の
購
入
費
用
な
ど
、
就

学
に
際
し
て
の
費
用
の
一
部

を
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
入

学
前
に
支
給
し
ま
す
。

※
援
助
を
受
け
る
に
は
、
準
要
保

護
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
前
の
支
給
を
希
望
す
る
人

は
、
１
月
末
ま
で
に
申
請
書
を

入
学
予
定
の
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
後
に
提
出
さ

れ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

●

問
合
先

▽
手
続
き
に
つ
い
て

　
各
小
・
中
学
校

▽
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
５
）

新
入
学
学
用
品
を

入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
市
は
、市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固
定
資
産
税
を
対
象
と
し
て
、

第
１
期
の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一
括
納
付
し
た
人
に
前
納
報

奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期
確
保
や

納
税
意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
た
現
在
は
、
納
付
の
利
便
性
が
向
上
し
、
納

税
意
識
も
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
の
限
ら
れ
た
財

源
を
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
多
方
面
に
活
用
す
べ
き
と
の
考
え
か

ら
、
制
度
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑴ 

伊
万
里
市
税
条
例
改
正
（
案
）
お
よ
び

伊
万
里
市
税
徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条

例
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑵ 

第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

　
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
計
画
と
し
て
、
第
６
次
伊
万
里

市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
計
画
期
間
は
、
平
成
31
年
度
か
ら

の
８
年
間
で
、
現
在
、
全
国
の
自
治
体
に
共
通
し
た
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
市
と

市
民
と
の
協
働
や
市
民
ど
う
し
の
助
け
合
い
を
進
め
る
こ
と
で
、

市
民
が
生
き
生
き
と
地
域
や
職
場
、
家
庭
な
ど
で
活
躍
で
き
、
幸

福
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
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インフォメーション

固
定
資
産
税
に
関
す
る

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
償
却
資
産
を
市
内
に
所
有
し
て

い
る
人
は
、
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
税
の

確
定
申
告
と
は
別
に
申
告
が
必
要

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
償
却
資
産
と
は
　

　
事
業
に
使
用
し
て
い
る
資
産

で
、
土
地
と
家
屋
以
外
の
資
産

（
建
物
付
属
設
備
や
構
築
物
、
機

械
、
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
）

の
こ
と
で
す
。

※
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
で

あ
っ
て
も
、
一
定
の
要
件
を
備

え
た
場
合
は
事
業
用
の
資
産
と

み
な
さ
れ
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
注
意
点
　

　
次
の
資
産
に
つ
い
て
は
、
申
告

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

⑴
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
、
特
許
権
な
ど
）

⑵
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
る
も
の

⑶
繰
延
資
産
な
ど
（
開
業
費
、
加

入
金
な
ど
）

※
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
乗
用
の
小
型
特
殊
自
動
車
な

ど
（
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、

モ
ア
、
Ｓ
Ｓ
、
運
搬
車
、
ト
ラ

ク
タ
ー
、
小
型
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
な
ど
）
は
、
軽
自
動
車
の
登

録
を
し
て
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
私
有
地
内
だ
け
で
の

使
用
で
、
公
道
を
走
ら
な
い
場

合
で
も
、
標
識
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）・

法
人
番
号
の
記
載

　
申
告
書
に
は
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
は

地
方
税
の
総
合
窓
口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ(

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）』
に
よ

る
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.elta

x.jp
/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

緊急速報メールを配信しますふれあい障害者文化祭

　２月２日（土）に実施する県原子力防災訓練に

おいて、訓練用の『緊急速報メール』（エリアメー

ル）を市内の携帯電話に配信します。また、防災

行政無線でも放送します。

※緊急速報メールとは、対象地域内にある携帯電

話に、災害情報などを無料で配信するサービス

のことです。

◇緊急速報メール
● 配信時間帯　午前９時 10 分ごろ

※ＮＴＴドコモ、ソフトバンク（Ｙ！ｍｏｂｉｌｅ

を含む）、ａｕの携帯電話に１回配信します。
● 注意事項

▷着信音が鳴りますので、不都合な場合はこの時

間帯は電源を切ってください。

▷機種によってはサービスの全部または一部を利

用できない場合があります。受信可能機種や設

定方法などについては、携帯電話会社に問い合

わせてください。

◇防災行政無線
● 放送時間帯・放送範囲

▷午前９時 10 分ごろ　市内全域

▷午前 10 時 20 分ごろ　大川町

※各 1 回放送します。

● 問合先　防災危機管理課（　☎㉓２１３０）

［作品展］
● 期　間　１月 26 日（土）〜 28 日（月）

※午前 10 時〜午後５時（ただし 28 日は午後 3

時で終了）
● 場　所　市民センター
● 内　容　絵画、手芸品、工芸品などの展示

［式　典］
● 日　時　１月 27 日（日）

　　　　　午後０時 30 分〜４時 30 分
● 場　所　市民センター
● 内　容

　作品展の表彰式、体験発表、ふれあいコンサート

※いずれも入場は無料です。

● 問合先

▷作品展について

　伊万里・有田障害者生活支援センター

　（☎㉓３５１２）

▷式典について

　福祉課社会福祉係（　☎㉓２１５６）
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